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商品を通じた社会価値の創出

大変革期を迎えた自動車業界は、環境・安全・経済などさまざまな側面で変化が進んでいます。「環境面」では、温

室効果ガスであるCO2の排出削減を目的とした技術開発や材料開発が進み、SDGsの取り組みが進められています。

「安全面」では、車両や道路状況にかかわる情報をセンサで取得することで事故を未然に防止する安全運転サポート

技術が目まぐるしく進化しています。そして「経済面」では、移動時に取得したデータをネットワークを介して収

集・蓄積・分析することで、新たな価値やサービスとして提供するビジネスモデルの検討が進んでいます。

このような大変革期の中、将来は車室内での過ごし方が変化していくと考えられ、自動車による移動は単なる手段で

はなくなり、求められる「提供価値」や「魅力」は変化していくと考えられます。当社グループは、車室内での様々

な過ごし方に対して、「車室内での体験価値を高める」ことで、変化する社会の期待に応えていきたいと考えており、

以下の領域の技術開発を強化しています。

当社グループは「人と社会と共生し、快適で豊かな生活空間」を創造し続けることで人々を笑顔にし、世界のお客様

に信頼と感動を伝え、豊かな社会づくりに貢献します。

自動車業界を取り巻く変革

商品を通じた社会価値の創出にむけて

・「座るを追求する」 ： 期待に応え、さりげなく応えるための、身体センシング・SWレス・先読みサポート

・「人を支える」 ： 自由な車室内空間のための、自由空間アレンジ・プライバシー対応

・「地球を支える」 ： 社会に貢献するための、環境技術開発・植物由来材料
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以下では、社会価値の創出に寄与している当社及び関係会社の商品・サービス事例をご紹介します。

社会価値を創出する商品事例の紹介

軽量化に貢献する「TTKシリーズ」

当社では、カーボンニュートラルへの取り組みとしてシートの軽量化と、CO2排出の少ない工法採用に取り組んでい

ます。当社が開発したシートフレーム「TTK2.0改フレーム」は、製品の安全性や機能性を維持・向上させつつ、新開

発のマニュアルスライドレールを採用し、部品点数を30％、製品重量を15％軽量化を実現しました。また当社として

は初採用となるレーザー溶接締結を採用し、加工費削減とCO2排出削減を実現させています。

本製品は、日本、タイで2021年以降の量産車種へ採用されています。

2023年以降の量産車種には、さらなる薄板化やレーザー溶接締結を適用拡大させたTTKシリーズを投入することで、

業界最軽量の質量レベルを維持させ、カーボンニュートラルに貢献していきます。

> 【2021年以降のシートフレーム】へのリンク

製品設計課 課長 吉澤 尚之

開発者の声

TTK2.0改は、バックフレームにCO2排出の少なくなるレーザー溶

接を、クッションフレームにCO2排出の少ない新たな締結工法を

採用した、新しいタチエス提案骨格（TTK）です。

開発段階では、安全性能と車の商品性を両立する仕様を完成させるこ

と、そしてレーザー溶接の品質を安定させることに苦労しました。こ

れまでとは異なる要求に対し、開発部門、生産部門のプロフェッショ

ナルがワンチームで活動を進め、性能・商品性・生産性をクリアする

ことができました。皆の力の集結したFRMになっていると思います。

また、本開発の重要な時期に新型コロナウィルスの流行がありました。

そのような状況でも、チーム一丸となり前向きに活動できたことが、

本開発を成功できた要因と思っております。

本FRMは、新たな工法を採用したFRMです。これをベースに、より進

化したシートを開発していきます。

シートフレーム「TTK2.0改フレーム」

バックフレームの溶接に
加工スピードが速く、CO2排出の少ない
レーザー溶接を初採用

構造の合理化により部品点数を削減した
マニュアルスライドレールを採用

アーク溶接よりもCO2排出の少ない
新たな締結工法を採用

http://www.tachi-s.co.jp/dcms_media/other/ttk.pdf
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移動マイルーム

次世代自動車向け“CASE”コンセプト「移動マイルーム」

移動マイルーム “＋α” イメージ

当社は空間プロデューサーとして、クルマでの体験価値・シートを中心とした車室内空間の新たな価値創出を

試みています。その一つに、CASE対応コンセプト「移動 マイ ルーム」があります。このコンセプトを

一言で表すと「1+α」です。 『1』は現状や日常を表し、日常に ＋α をする・ライフスタイルに合わせて

＋α をする。シートを中心とした車室内空間で、この “+α” を お客様に提供する・お客様と共に創り出す

という考えです。

+α

オーナー用 移動マイルーム

家族用 移動リビングルーム

+α

オーナー用 アトリエ

+α

マイルーム+α

+α

オーナー用移動マイルーム

デスクワークが中心の空間
仕事、勉強、時には息抜き…
集中して作業をしたい時に

マイルーム+α

親しい友人との会合／旅行の移動
手段兼部屋として

家族用移動リビングルーム

周りを気にせず子供と過ごせる
セカンドリビングルームとして

オーナー用 アトリエ

趣味に没頭できる自分仕様の空間
(秘密基地？)
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先進開発技術企画部開発企画・デザイン課 安田康平

開発者の声

自動車用シートのあり方を見直しつつ、CASE時代における様々

なライフスタイルに対応できるような車室内空間を目指して検討

を進めていきました。従来の車内空間を連想させるような要素を

もったモノを可能な限り廃することで、車室内に自分の部屋が

1室増えたような、新たな価値が提案できたと思います。

今後もユーザーに寄り添った、魅力ある空間の提案を継続して

開発･検討をしていきたいと思います。
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デザイン自由度、環境に貢献する「Glue Anchor®」

当社では、デザイン自由度の向上と地球環境に貢献できる技術「Glue Anchor®」の量産化に成功しました。この

Glue Anchor®はウレタンフォームに直接トリムカバーの縫い線を接着剤にて締結させる技術です。

従来の技術では製造上の制約により複雑な縫い線をウレタンフォームに締結させ凹凸の表現をすることはできません

でしたが、本技術を用いることにより可能となりました。また、従来技術が点での締結であったのに対し、本技術は

線での締結を行います。線での締結を行うことにより、縫い線の交差する端末まで安定して均一な凹凸を実現するこ

とが可能となりました。

環境面においてはCO2排出量削減が求められる昨今、シートの軽量化は大きな命題となります。本技術は従来技術以

上にウレタンフォームの薄型化を行うことができ、シートの軽量化に寄与する技術です。加えて本技術は従来工法に

比べ鉄や樹脂の使用が削減できる省資源（軽量化）技術となっています。

生産技術部 課長 荒井 真

開発者の声

「Glue Anchor®」は従来既存技術をベースに新たな要素をエッ

センスに加えたタチエスOnly Oneのウレタンフォームとトリム

カバーの締結技術です。従来工法で培ったノウハウにおいて大切

にする考え方はしっかりと残し、変革させる部分は大胆に革新さ

せ技術確立を図りました。開発段階では苦労もありましたが、無

事に開発完了し、世界初の技術としてお客様にお届けすることが

できました。

接着剤

Cリング（従来工法） Glue Anchor®

Cリング

ウレタンフォーム

トリムカバー

トリムコード

芯線

縫い線
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透析運動療法用器具

タチエスH&P 技術部 係長 橋本 聡

開発者の声

透析運動療法用器具は、施設様のニーズから発想し開発を進めてい

る製品になります。昨今の診療報酬改定及び、透析患者様の平

均年年齢の上昇によりに運動療法の必要性がますます高まって

います。本製品により患者様の透析効率向上と生命予後の改善につ

ながる開発を進めたいと思います。今後は施設様にご協力をいた

だき製品の効果検証と製品改良により施設様、患者様が満足す

る製品提供を目指します。

介護・福祉に貢献する「透析運動療法用器具」

当社のグループ会社である株式会社タチエスH&Pは、高齢化社会における福祉の向上に貢献することを企業目的とし、

シートメーカーとしての知見を活かした介護・福祉用品事業に取り組んでいます。

このタチエスH&Pが開発検討する製品の一つに「透析運動療法用器具」があります。

透析は4時間/回、3回/週行うことが標準化されています。長時間にわたる血液透析治療による患者様の体力低下、筋

肉減少を回避すべく、透析運動療法の一助として本製品を使用することで透析効率の向上及び、患者様のQOL向上を

実現するために製品開発に取り組みました。本製品は、弊社ベッドやテーブルに取り付けることで限らたスペースで

運動を実施できるよう配慮されています。

透析中 自社技術QOL向上 収納不要血流促進


